
番号
次年度の
方向性

目　標

1 維持・改善 伝統

2 維持・改善 伝統

3 維持・改善 地域づくり

4 維持・改善 地域学校

5 維持・改善 地域学校

6 維持・改善 地域学校

7 維持・改善 健康

8 維持・改善 健康

9 維持・改善 健康

10 維持・改善 伝統

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

【集計表】

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

10 0 0 0 0 10

令和４年度　内海公民館事業一覧（３館合同事業）

事　業　名 （指標）

須ノ川公園まつり

トレッキング・ザ・空海あいなん

パールイルミネーション in ＤＥ・あい

園児文化芸術体験

３校合同運動会

内海文化発表会

内海地域３校合同句会ライブ

内海地域高齢者の集い

クロッケー交流会

グラウンド・ゴルフ交流会



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 1,700千円 0千円 0千円 1,515千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 2,500人 中止 中止 800人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.1

事業名

新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じた上での３年ぶりの縮小開催。

課題

改善案

開始年度

対象

事業の目的（意図）

事業内容（手段）

須ノ川公園まつり（３館合同事業）

平成27年度

地域住民及び町外来場者

開催時期 7月31日（日）

令和４年度事業実施後の反省会において、今後の在り方について協議の結果、うちうみまちづく
り連合Yomoshi連内海では、今後も継続することで意見が一致している。地域の活性化も図られ
ることから継続して実施することが望ましいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見

須ノ川公園の自然を生かしたイベント。内海地域全体で須ノ川公
園を盛り上げようとする機運につながり、美しいまちづくりのた
めにお互いが連携しあい自らが参加する意欲と行動力を持つ人づ
くりを推進する。

うちうみまちづくり連合Yomoshi連内海に補助金を支払います。
事業内容：ランタン祭り、お楽しみ抽選会、産直市、花火大会

7
指
標

■次年度に向けて（方針）

10
方
向
性

花火以外の、マンネリ化傾向にある事業内容と、運営協力体制の確立。

運営主体のYomoshi連内海の会員の在り方を見直す。

※館長（館主）の意見



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 1,526千円 0千円 0千円 1,812千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 740人 中止 中止 836人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.2

事業名 トレッキング・ザ・空海あいなん（３館合同事業）

開始年度 平成10年度

事業内容（手段）
へんろ道を活用したウォーキングイベント。宿毛市から御荘観自
在寺。柏から宇和島市風園までの4コースを2日間行う。　夏井い
つき句会ライブの実施。

7
指
標

新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じた上で３年ぶりに開催した。
25周年記念事業として、御荘文化センターで夏井いつき句会ライブを開
催した。

対象 地域住民・町外の参加者

開催時期 12月10日（土）、11日（日）

事業の目的（意図）
接待の心を基本としたボランティア意識の啓発と地域づくりを実
施し、地域の活性化を図る。自然保護の重要性を再確認し、四国
へんろ道文化を継承する。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
年間をとおして地域が行う柏坂へんろ道整備事業の一環としても位置付けられたイベントでもあ
り、全国各地からの参加者もいる状況で地域活性化につながることから継続実施とします。

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題

　自然災害による土砂の流入・倒木等により遍路道を維持・管理
することが難しく、各団体やスタッフの高齢化もあり今までどお
りの開催が困難となってくる。

改善案
　新たな人材発掘を行い、四国へんろ道文化の継承を行う。内容
の見直しを図り、より安全で充実した内容になるよう実行委員会
で協議し、状況に応じた実施方法を考える。



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 128千円 53千円 69千円 84千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 200人 10人 19人 100人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

対象 町内住民他

開催時期 12月17日（土）～令和5年1月15日（日）

事業の目的（意図）
パールイルミネーションの灯りが、内海地域の元気再生、希望の
光となるよう願うとともに、親子や地域のコミュニケーションの
場として開催する。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.3

事業名 パールイルミネーションinＤＥ・あ・い（３館合同事業）

開始年度 　　　　―

■次年度に向けて（方針）

課題
須ノ川公園のパークイルミネーションとＤＥ・あ・い・21のイル
ミネーションとの開催方法。

改善案 例年より早い段階で実行委員会を開き協議する。

事業内容（手段）
･須ノ川公園、ＤＥ・あ・い・21にイルミネーションを設置。
･イルミネーションの点灯式や交流イベントとしてゲームを行う。

7
指
標

えひめ南予きずな博クロージングイベントの助成事業を観光協会が活用した
「パークイルミネーションinすのかわ」と併せて「パールイルミネーションinＤ
Ｅ・あ・い」を開催し国道沿いのイルミネーションが２カ所になり、地域活性化
の一端を担った。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
令和４年度は「パークイルミネーションinすのかわ」との共同実施として、町内でも注目される事
業となった。今後も内海地域の国道沿いにイルミネーションを点灯することにより地域活性化につ
ながる事業であることからも継続して実施することが望ましい。

※審議委員会終了後の館長の意見



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 4.2千円 1.2千円 1.2千円 23千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 300人 中止 中止 300人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.4

事業名 ３校合同運動会（３館合同事業）

開始年度 平成28年度

事業内容（手段） 内海地域の保育所、小中学校及び地域住民が参加して運動会を行う。

7
指
標

新型コロナウイルス感染対策のため、規模を縮小し、午前中での開催となりまし
た。地域参加者に制限もあり、地域種目は３年振りに2種目復活しました。

対象 園児・児童・生徒・一般

開催時期 ９月17日（日）

事業の目的（意図）
地域の人々が世代を超えて交流し、児童・生徒の健全育成を地域
ぐるみで支援する。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
令和５年度は内海中学校が最後となる年となることから、各機関と地域が協力して特色のある事
業となるよう努める必要があると考えます。

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題

　感染症対策も緩和される動きがあり、今後は制約のない運動会
の開催が見込まれる。また、3校合同運動会最後となるため、地域
種目を増やし多くの地域住民の参加を求められることが考えられ
ます。

改善案
　運営委員会や実行委員会で内容を協議し、世代を超えた交流が
できるような競技種目について検討する。また、多くの地域住民
が観覧するよう広報活動を検討する。



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 197千円 ー ー ー

募集定員 人 ー ー ー

応募人数 人 ー ー ー

参加人数（延べ） 200人 文化協会等参加中止 文化協会等参加中止 文化協会等参加中止

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

改善案
　学校及び地域の文化協会と協議を行い、内海地域に拘らず町内
の文化協会登録団体の出演を考え、世代を超えた文化の交流や地
域外からの交流を検討していきます。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
近年、コロナ過により共同実施出来てはないが、学校と地域内各種団体が日頃の成果を発表す
る場として継続して実施する方向が望ましい。

※審議委員会終了後の館長の意見

事業の目的（意図）
内海地域の文化協会加入団体及び地域住民、内海地域の小中学生
の学習発表の場とし、世代を超えた文化の交流を行う。

事業内容（手段）
内海地域の文化協会加入団体及び地域住民の作品発表。内海地域
の小中学校の学習発表を行う。

7
指
標

新型コロナウイルス感染拡大により、内海地域の文化協会加入団体も活動が出来
ておらず、参加を見合わせ内海中学校単独開催とした。

■次年度に向けて（方針）

課題

　内海地域の文化協会加入団体は、1団体でコーラスグループのた
め感染症拡大防止のため練習できない状況が続いている。今後、
感染症対策緩和により練習機会は増加すると思われるが、文化祭
に参加できる状態になるかは不明である。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.5

事業名 内海文化発表会（３館合同事業）

開始年度 平成25年度

対象 内海地域住民

開催時期 10月末



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 150千円 ー 150千円 150千円

募集定員 人 ー 人 人

応募人数 人 ー 人 人

参加人数（延べ） 120人 中止 120人 100人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇
10
方
向
性

※館長（館主）の意見
夏井いつき先生の故郷である内海地域は、俳句への関心が高く、俳句をとおして子供たちと地域
住民の交流が図られることが望ましいことから今後も継続して実施する予定です。

※審議委員会終了後の館長の意見

事業内容（手段）

俳句作りをテーマとして、個人でのゲームや各班対抗でのゲーム
を行う。講師が用意した題材をもとに俳句作りを行い、選ばれた
俳句についてみんなで意見を出し合い、参加者の投票などで順位
を決定する。

7
指
標

一般の参加は中止とし、３校のみで開催しました。

■次年度に向けて（方針）

課題
　感染症対策緩和により、地域住民の参加が考えられ、事業内容
の改善が必要となります。

改善案
　より多くの地域住民が参加できるよう学校・講師と協議を行
い、地域への周知方法を検討していく。

事業名 内海地域３校合同句会ライブ（３館合同事業）

開始年度 平成27年度

対象 内海地域小中学校児童・生徒・地域住民

開催時期 12月7日（水）

事業の目的（意図）

・俳句作りを通して、言葉による豊かな表現力を養いお互いに高め合う。
・合同での開催により、参加者それぞれ違った目の付け所や視点の違いに気づ
く。
・推薦句について、推薦理由を話し合い、説得力や言葉に対する感性を磨き合
う。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.6



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 23.5千円 千円 千円 32千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 中止 中止 中止 45人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※館長（館主）の意見
高齢者がいつまでも健康で生活してもらうために実施している事業であり、地域間の交流を図る
ことが出来ることからもこれからも実施していきます。

※審議委員会終了後の館長の意見

7
指
標

感染症拡大防止のため、縮小し半日開催とした。高齢者支援課の
社会福祉士による講習及び、内海駐在所巡査による交通事故、詐
欺における注意喚起の説明のあと、お楽しみ抽選会を行った。

■次年度に向けて（方針）

課題
　今後、感染症対策緩和により、例年どおりの事業開催が見込ま
れるが、老人クラブの組織減少により、参加者の減少も考えられ
る。

改善案
　地域の高齢者が自由に参加し交流できる内容の検討や、周知の
方法の検討を行う。

10
方
向
性

開始年度 令和22年度

対象 内海地域の高齢者

開催時期 ２月7日（火）

事業の目的（意図）
高齢者が住んでいる地域で、お互いに支え合い健やかに暮らせる
まちづくりを目指す。

事業内容（手段）
今年度はＤＥ・あ・い・21を会場に、講演、会食、カラオケ、抽
選会など（交流会）

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.7

事業名 内海地域高齢者の集い（３館合同事業）



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 10千円 9千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 50人 20人 12人 14人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題 年々参加チームが減少している。

改善案
新型コロナウイルス感染拡大に伴い参加案内を停止していた津島
町のクロッケー愛好者への参加案内を再開するのも検討する。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
各地域の高齢者が交流会を目標の一つとして日頃から練習しており、健康増進、地域間交流の
観点からも今後も老人クラブと調整を行いながら実施したいと思います。

対象 クロッケー愛好者

開催時期 11月15日（火）

事業の目的（意図） 地域住民の健康と体力の保持増進並びに親睦を図る。

事業内容（手段）
平碆の漁港公園クロッケー場にて、内海地域のクロッケー愛好者
が集まりう親睦も兼ねて交流試合を行う。

7
指
標

町内の老人クラブから４チームの参加を得て開催しました。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.8

事業名 クロッケー交流会（３館合同事業）

開始年度 平成22年度



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 11千円 1千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 22人 19人 17人 15人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題
参加チームの減少はモチベーションの低下に繋がるので、より多
くの参加チームが得られるようにする。

改善案

より良い交流会になるよう、老人クラブの役員さんと交流会の打
合せを重ねる。また、グラウンドコンディションも生涯学習課任
せだけにせず、公民館もできる範囲でグラウンドのコンディショ
ンを整える。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
各地域の高齢者が交流会を目標の一つとして日頃から練習しており、健康増進、地域間交流の
観点からも今後も老人クラブと調整を行いながら実施したいと思います。

開催時期 10月11日（火）

事業の目的（意図） 地域住民の健康と体力の保持増進並びに親睦を図る。

事業内容（手段）
愛南町老人クラブ内海支部と共催事業。
内海運動公園にて、内海地域内の老人クラブ（３チーム）が親睦
も兼ねて交流試合を行う。

7
指
標

町内の老人クラブから３チームの参加を得て開催しました。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.9

事業名 グラウンド・ゴルフ交流会（３館合同事業）

開始年度 平成29年度

対象 地域住民



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 50人 中止 48人 21人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題 ３館合同事業であるので、家串保育所との合同開催が望ましい。

改善案
新型コロナウイルス感染拡大対策緩和の動きにあわせて、家串保
育所との合同開催の再開も視野に入れる。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
園児も毎年楽しみにしていることもあり、交流も図れることから継続していくことが望ましいと考え
ます。

開催時期 12月19日（月）・23日（金）

事業の目的（意図）
保育所のクリスマス会に、音楽団体や人形劇等を招いて、園児に
優れた文化芸術を体験する機会を提供する。

事業内容（手段）
保育所のクリスマス会に参加し、音楽団体の演奏や人形劇などを
行う。

7
指
標

今年度も新型コロナウイルス感染対策のため、合同では行わず保
育所毎に行いました。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.10

事業名 園児文化芸術体験（３館合同事業）

開始年度 令和元年度

対象 保育園児



番号
次年度の
方向性

目　標

1 維持・改善 地域学校

2 維持・改善 地域学校

3 維持・改善 健康

4 維持・改善 学び

5 維持・改善 学び

6 維持・改善 伝統

7 維持・改善 健康

8 維持・改善 学び

9 維持・改善 伝統

10 維持・改善 学び

11 維持・改善 情報

12 維持・改善 学び

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

【集計表】

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

12 0 0 0 0 12

公民館報「柏坂」発行

スマートフォン教室

劇団風の子九州公演

健康体操教室

フラワーアレンジメント教室

料理教室

子ども俳句教室

趣味の作品展

お灸教室

英会話教室

人権・同和教育研修

令和４年度　内海公民館事業一覧

事　業　名 （指標）

柏っ子スキー教室



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 252千円 千円 千円 264千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 59人 中止 中止 69人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.1

事業名 柏っ子スキー教室

開始年度 平成16年度

対象 柏小児童・教員・保護者

開催時期 1月27日（金）

改善案
それぞれの学校と公民館で協議を行い、効率よく開催できる方法
を探っていく。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
柏では体験することの出来ないスキーを子供たちに体験してもらうために長年実施している事業
で、毎年子供達も楽しみにしている事業であり、地域と学校との交流も図れることから今後も学校
と協力しながら実施する予定です。

※審議委員会終了後の館長の意見

事業の目的（意図）
日頃体験することのできないスキーをみんなで楽しみながら体験
することで、自主性・責任感・協調性を養うとともに親子の絆を
深める。

事業内容（手段） スキー体験

7
指
標

宇和島自動車中型バス２台と、町のマイクロバス１台を貸し切り、ソル
ファオダスキーゲレンデで３年振りの「スキー教室」を行いました。参
加者全員、大きな怪我も無くスキーを楽しむことが出来ました。

■次年度に向けて（方針）

課題
今年度、同事業を家串公民館も分館合同で行っているので、今後
の学校再編を見据え、柏、家串小学校合同開催とし児童・保護者
の交流を図ることが考えられます。



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 286千円 千円 千円 279千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 150人 令和３年度に延期 令和４年度に延期 270人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

改善案
劇団側も全国を回っているので、コロナ対策はきちんとされてお
り、今後も学校と劇団と十分協議したうえで開催していく。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
合併前から実施しているが、合併後は愛南町内の学校で実施している。子供たちが身近に本物
の舞台を体験する機会を提供する観点からも「うちうみまちづくり連合Yomoshi連内海」と調整
しながら継続して実施していく予定です。

※審議委員会終了後の館長の意見

事業の目的（意図）
普段触れることの少ない、優れた舞台芸術を身近に感じる機会を
提供する。

事業内容（手段）

町内の小学校を訪問し、劇団風の子の公演を実施する。舞台芸術
の楽しさを子どもたちに伝えるため、「旧内海村ほっと計画委員
会」が実施してきた事業で、平成28年からは「うちうみまちづく
り連合”Yomoshi連内海”」が引き継いで開催している。

7
指
標

３年ぶりの開催で、今年度は２月27日（月）、28日（火）に城辺
小学校（久良小学校を招待）、福浦小学校（船越小学校・保育園
を招待）において実施。

■次年度に向けて（方針）

課題
学校の児童がメインになるため、新型コロナ対策を講じた上で進
めることが望ましい。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.2

事業名 劇団風の子九州公演

開始年度 平成10年度

対象 町内の小学校児童、保育園児、保護者、老人クラブ、一般観覧希望者

開催時期 2月27（月）・28日（火）　※風の子と学校の日程調整による



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 5.8千円 7.3千円 7.3千円 65千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 37人 68人 68人 44人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇
10
方
向
性

※館長（館主）の意見
健康体操に興味を示す住民の方も多いと思われることから、周知しながら参加者の増加を図り
実施したいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見

事業内容（手段） 音楽に合わせて軽い体操を行う。

7
指
標

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2回事業を中止する
ことがありました。

■次年度に向けて（方針）

課題
　参加者が固定化されており、開催場所や内容の検討、新規参加
者の募集の検討が必要です。

改善案
　今後、各月で須ノ川公民館の開催を検討し、地域住民が気安く
参加できるよう考える。また、公民官報を利用して事業のＰＲに
努める。

事業名 健康体操教室

開始年度 平成22年度

対象 内海地域住民

開催時期 月１回（第１火曜日）

事業の目的（意図） 体操を通して身体機能の向上を図る。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.3



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 3.3千円 3千円 27千円 35千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 77人 5人 19人 57人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※館長（館主）の意見
身近な趣味として楽しむことが出来る事業であり、今後も内容を改善しながら実施していきたいと
考えています。

※審議委員会終了後の館長の意見

7
指
標

コロナウイルス感染症対策で、開催を中止することが3回あった。
ブリザーブドフラワー教室を1回行った。

■次年度に向けて（方針）

課題
　参加者が固定化されており、減少傾向にある。開催場所や内容
の検討、新規参加者の募集の検討が必要です。

改善案
　講師と調整し、誰もが参加しやすい内容を検討する。公民官報
等を利用して事業のＰＲに努める。

10
方
向
性

開始年度 平成22年度

対象 一般・子ども

開催時期 月１回（第３木曜日）

事業の目的（意図）
季節ごとにテーマを設けてフラワーアレンジメント教室を開催
し、趣味の幅を広げ、生活に潤いを持たせる。

事業内容（手段） 季節の花を自分の感性で自由に生けていく。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.4

事業名 フラワーアレンジメント教室



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 1.5千円 ー 10千円 18千円

募集定員 人 ー 人 人

応募人数 人 ー 人 人

参加人数（延べ） 18人 中止 6人 25人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題
　開催場所となる須ノ川公民館調理室が手狭で、調理器具に使用
数や機器の制限があり、多くの参加が見込めない。

改善案
　今後は、講師と調理室以外でも調理できるメニューを検討した
り、不足する調理器具や機器は関係団体に協力をお願いし、少し
でも多くの方が参加できるように考えていきます。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
親子で地元の食材を使った料理教室をすることで、地域に対する愛着と親子・地域内の交流を
図ることが出来る事業であることから引き続き実施していきたいと思います。

対象 一般・小学生

開催時期 随時（年２回）

事業の目的（意図）
子どもから高齢者までライフステージに応じた栄養、食生活を考
えた教室を実施し、食生活の向上を図る。

事業内容（手段）
・親子で簡単に作れる料理やお菓子作りを行う。
・季節の食材などを使い簡単に作れる料理作りを行う。

7
指
標

コロナウイルス感染症対策を行ったうえで、須ノ川公民館で2回開
催した。（1回目　防災・料理教室、2回目　お菓子作り教室）

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.5

事業名 料理教室

開始年度



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 ー ７千円 7千円 7千円

募集定員 ー 人 人 人

応募人数 ー 人 人 人

参加人数（延べ） ー 60人 39人 28人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題
　参加者4名のうち、来年度1名が中学生になり部活動で参加でき
なくなり、参加者の減少が考えられます。

改善案

　公民館報を利用して、参加者の募集を行う。子ども達が楽しみ
ながら俳句作りを行っており、高齢の講師を気遣うところもあ
り、人を思いやる心を育んでいます。今後も講師と日程調整を行
いながら実施していきます。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
地域ボランティアの協力により運営されており、俳句は趣味としても手軽に始めることができるこ
とから、今後も地域住民の交流の場として実施することが望ましいと考えます。

開催時期 月１回（第２土曜日）

事業の目的（意図）
俳句作りを通して、子どもの心を育てる。また、俳句を作る楽し
さ、俳句を聞く楽しさを体験する。

事業内容（手段）
地域の方に講師として来ていただき、俳句作りのコツを学んでい
く。

7
指
標

コロナウイルス感染症対策で、開催を中止することが４回あっ
た。
ジュニアえひめ新聞の「集まれ　俳句キッズ（夏井いつき）」で
は、参加した子供たちの俳句が年間優秀句に選ばれている。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.6

事業名 子ども俳句教室

開始年度 令和２年度

対象 小学生



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 ー ー 30千円 15千円

募集定員 ー ー 人 人

応募人数 ー ー 人 人

参加人数（延べ） ー ー 27人 20人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題
　参加者が固定化されており、開催場所や内容の検討、新規参加
者の募集の検討が必要です。

改善案
講師と調整し、誰もが参加しやすい内容を検討する。公民官報等
を利用して事業のＰＲに努める。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
令和３年度から新たに実施した事業ではあるが、健康維持に関心のある方は多いと思われるの
で周知しながら参加者の増加を図り、継続実施が望ましい。

開催時期 随時（年２回）

事業の目的（意図）
昔からある民間療法としてのお灸に関する知識を深め、体調管理
の一助として行う。

事業内容（手段）
講師の先生にツボを教えてもらいながら、もぐさや台座お灸を使
いお灸をすえていく。

7
指
標

第１回目は、ＤＥ・あ・い・21で行い、第２回目は須ノ川公民館
にて開催しました。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.7

事業名 お灸教室

開始年度 令和３年度

対象 一般



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 ー ー ー 32千円

募集定員 ー ー ー 人

応募人数 ー ー ー 人

参加人数（延べ） ー ー ー 42人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題
　館報で紹介したのが一番初めの一回だけだったので、住民に対
する英会話教室の情報量が少なかった。

改善案
講座の様子を定期的に館報に掲載することで、新規加入希望者が
参加しやすい環境を整える。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
愛南町において、本物の英語に触れる機会は少ないことから、貴重な体験の場として周知を図り
ながら参加者の増加を図り継続することが望ましい。

開催時期 月１（第４水曜日）

事業の目的（意図）
英語が苦手な方も、本物の英語に触れることによって楽しく英会
話を学び、初歩的な日常会話が話せるようになる。

事業内容（手段）
ＡＬＴの講師の先生とコミュニケーションをとりながら、簡単な
日常会話などから始め、英語を話すことの抵抗感をなくす。

7
指
標

講師のスティーブン先生が、毎回教材を色々考えてきてくれて、
笑い声の絶えない教室となっている。また、講師を含め参加者同
士でＬＩＮＥグループを作り、教室以外でも繋がりを持ってい
る。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.8

事業名 英会話教室

開始年度 令和４年度

対象 一般・高校生以上



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 ー ー 千円

募集定員 人 ー ー 人

応募人数 人 ー ー 人

参加人数（延べ） 60人 中止 ー 250人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題

　展示スペースの縮小やコロナウイルス感染症拡大防止のため展
示利用できない期間があったため、展示をするグループが減少し
た。
　そのため、常時展示を行うことが難しくなっている。

改善案
　愛南町の文化協会団体や、関係団体に案内文書を送付すること
を検討したり、公民館所蔵する過去の写真を展示し、来館者が楽
しめる場所づくりをしていきます。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
年間をとおして様々な展示を行うことで、来館者が楽しむことが出来る施設となる事や、各種団体
との連携を図ることで、公民館活動全般で交流の輪が広がることが期待できることから積極的に
実施する必要があると思われます。

開催時期 随時

事業の目的（意図）
１階エントランスホールに常時展示を行う事で、来館者が常に楽
しめる場の提供をする。趣味の作品や個人が所蔵している貴重な
写真などを提供していただくきっかけとする。

事業内容（手段）
内海公民館が所蔵する過去の成人式等の集合写真や、小・中学校
児童生徒の人権作品、絵画やパッチワークなどの趣味の作品の展
示。

7
指
標

懐かしの成人式写真展・小中学校人権作品・パッチワーク・油
絵・高齢者趣味の作品展を行った。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.9

事業名 趣味の作品展

開始年度 　―

対象 一般



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 50人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題
　講演会の出席者は少なく、展示の観覧者も少ない。広く周知を
図ることが必要と考える。

改善案 公民館報を利用して講演会参加や作品展示を広く案内していく。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
人権意識啓発の重要性からも,さまざまな研修の機会を活用して参加することは必要なことから
も継続実施が望ましい。

開催時期 随時

事業の目的（意図） さまざまな機械を通し、人権意識の啓発をしていく。

事業内容（手段） 講演会などへの参加、人権作品の展示。

7
指
標

ＤＥ・あ・い・21で内海地域小中学校の人権尊重に関するポス
ター・習字・標語などの展示を行った。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.10

事業名 人権・同和教育研修

開始年度 　―

対象 一般



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題 偏った内容の記事にならないよう気をつける。

改善案
地域や分館からの身近な情報を集め、住民に必要な記事をわかり
やすく掲載していく。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
毎月楽しみにしている方も多く、様々な情報を掲載することで地域内での連携が図られていること
から、　継続して実施します。

開催時期 月１回発行

事業の目的（意図）
地域の行事や公民館・分館活動・身近な話題について広く伝え情
報を共有し、地域のつながりを深める。

事業内容（手段）
地域の行事や公民館・分館活動、身近な話題を掲載し地域に配布
する。

7
指
標

特になし

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.11

事業名 公民館報「柏坂」発行

開始年度 　―

対象 内海地域（柏・柏崎・須ノ川）



内海公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 5人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

改善案
　地域住民からは、その後再度開催してほしい要望もある。デジ
タル化社会に対応できる住民育成のため、内容等を再度検討した
り、地域住民への周知方法を検討する。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
デジタル化が進む中、スマートフォンの正しい使い方を覚えることは、犯罪の未然防止にもつなが
ることからも、周知を図りながら実施していくことが望ましいと思われる。

※審議委員会終了後の館長の意見

事業の目的（意図）
デジタル化社会が進む世情となり、役所等の申請もスマートフォ
ンを利用する機会が増加している。スマートフォンの使用方法の
理解を深めデジタル化社会に対応できる人材育成を図る。

事業内容（手段）
ＮＴＴドコモのスタッフの協力を得て、スマートホンの基本動
作・メールの使用方法・インターネットの利用方法を学ぶ。

7
指
標

　地域住民からの要望もあり1回３つのカリキュラムで開催。

■次年度に向けて（方針）

課題
　地域住民からの要望で開催したが、参加者は少なく苦慮すると
ころがあった。その後、協力団体が公民館を利用して再度開催し
たが、同様の様子がみられた。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.12

事業名 スマートフォン教室

開始年度 令和４年度

対象 内海地域（柏・柏崎・須ノ川）

開催時期 ７月14日（木）



番号
次年度の
方向性

目　標

1 拡充 学び

2 維持・改善 学び

3 維持・改善 学び

4 拡充 学び

5 維持・改善 学び

6 維持・改善 学び

7 拡充 学び

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

【集計表】

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

4 3 0 0 0 7

家串スキー体験教室

お菓子作り教室

事　業　名 （指標）

小学生ドローン操縦教室

お正月のしめ飾りづくり

子ども工作教室

令和４年度　家串・魚神山公民館事業一覧（合同事業）

夏休みこども教室

2022真夏の大冒険！「カヌー体験㏌四万十」



家串・魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 6千円 11千円 11千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 ８人 ５人 ６人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

事業の目的（意図）
趣味としてドローンを飛ばす楽しさや魅力を知ると共に、産業分野の
おけるドローンの可能性を学習する。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.１

開催時期 11月頃

事業名 小学生ドローン操縦教室（魚神山公民館と合同）

開始年度 令和２年度

対象 家串小学校　３～６年生

※館長（館主）の意見
個人では、体験することがあまりない事業であり、興味を持って参加出来るような工夫を行いながら
継続したいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見

事業内容（手段）

ドローン飛行についての法令やマナーを学習後、ドローンの操縦を体
験する。
場所：家串小学校体育館
講師：２人

7
指
標

11月12日（土）の午前10時から開催しました。

■次年度に向けて（方針）

課題
内容が、マンネリ化しているように感じます。
参加者の増加を図りたい。

改善案

ドローンに興味を持ってもらえるように内容を工夫したいと思いま
す。
この事業を２館（家串・魚神山公民館）合同事業から３館合同に事業
に変更し、対象者を内海地域小学校の児童とする。

10
方
向
性



家串・魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 １７人 １５人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

お正月のしめ飾りづくり（魚神山公民館と合同）

開始年度 令和３年度（復活）

改善案
小学校や老人クラブとよく相談し、学校の都合のいい日や時間を決め
ていきます。実施日は、終業式の日の午後が、学校や児童にとって都
合がいい様に思う。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見

■次年度に向けて（方針）

課題
今年度の実施日（２学期の終業式前日）について学校と話したが、事
業を実施してみた結果、学校のスケジュールに余裕がないように見受
けられた。

地域文化の継承の観点からも重要な事業であると同時に、高齢者や児童との世代間交流も図れる
ことから、継続したいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.２

事業名

対象 家串小学校　５・６年児童と、家串老人クラブ

開催時期 １２月

事業の目的（意図） 児童と家串老人クラブとの交流及び伝統行事の継承

事業内容（手段）
玄関用のしめ飾りと床の間等に飾るしめ飾りを作る。
場所：家串公民館
講師：家串老人クラブのお年寄り

7
指
標

12月22日（木）の午後1時30から開催しました。



家串・魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 24人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

事業の目的（意図）
工作を通して発想力や応用力、集中力などを養う。また、作る楽しさ
も味わう。

対象

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.３

事業名 子ども工作教室（魚神山公民館と合同）

開始年度

家串小学校児童

開催時期 年４回

■次年度に向けて（方針）

課題
今年度は、季節の行事（端午の節句、七夕、クリスマス等）に合わせ
て、工作内容を考えていたが、来年度は内容を変えないと飽きてくる
と思う。

改善案 児童が興味をしめすようなものを考え、工夫し実施していきます。

事業内容（手段）
年４回、季節行事等に合わせて工作を行う。
場所：家串公民館
講師：家串公民館主事

7
指
標

1回目：5月2日（月）、2回目：7月1日（金）、3回目：12月16日
（金）、4回目：2月21日（火）

10
方
向
性

※館長（館主）の意見

児童対象の公民館を活用した事業であり、地域の子供達が楽しい時間となるよう、工夫をおこない
ながら実施出来ればと考えています。

※審議委員会終了後の館長の意見

令和４年度



家串・魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 29人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

開始年度 令和４年度

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.４

事業名 夏休みこども教室（魚神山公民館と合同）

開催時期 ７～８月（夏休み期間中）

事業の目的（意図）
小学生に本の読み聞かせを行うことで、人の気持ちをくみ取るスキル
がアップするなどメリットがあります。また、夏休み中の子どもの居
場所作り（宿題のサポート等）を行う。

事業内容（手段）
夏休み中に４回、本の読み聞かせや、夏休みの宿題サポートを行う。
場所：家串公民館
講師：2人

対象 家串小学校児童

7
指
標

1回目：7月29日（金）、2回目：8月5日（金）、3回目：8月26日
（金）
※新型コロナウイルス感染症の関係で、1回中止しました。

改善案
この事業を２館（家串・魚神山公民館）合同事業から３館合同に事業
に変更し、対象者を内海地域小学校の児童、会場を家串公民館と
DE・あ・い・21とする。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見

■次年度に向けて（方針）

課題
今年度、柏小学校の児童の参加も２名あったことから、柏小学校区で
も、この教室に参加希望があると思われる。

地域の方の協力により開始された事業で、更に校区を広げて実施の予定であり、今後更なる参加
者の増加が見込まれることからも楽しみな事業だと思われます。

※審議委員会終了後の館長の意見



家串・魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 10千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 8人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

事業の目的（意図）
カヌーでの川下りをとおして、子どもたちに協力することの大切さを
認識させると共に、日本最後の清流四万十川を下ることによって、自
然のすばらしさを体感させ、自然愛護の意識を高める。

開始年度 令和４年度

対象 家串小学校　４～６年生

開催時期 ８月

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.５

事業名 2022真夏の大冒険！「カヌー体験㏌四万十」（魚公、家串分館と合同）

■次年度に向けて（方針）

課題
国立大洲青少年交流の家で借りたカヌーの返却日や返却時間の影響
で、事業のタイムスケジュールに余裕がなかった。
マイクロバスに乗車するスタッフの人数が少なかった。

改善案
カヌーの返却日を後日にするように調整する。（開催日の調整等）
事業のタイムスケジュールは、余裕を持たせる。
その他、家串分館と相談し内容について検討する。

事業内容（手段）
四万十川（網代～岩間）をカヌーで川下り等
場所：高知県四万十市　四万十川
講師：1人

7
指
標

8月21日（土）に開催しました。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
地元からの声により令和４年度に新たに実施した事業で、子どもたちにも夏休みの貴重な体験が望
めることから継続していきたいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見



家串・魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 189.7千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 25人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

対象 家串小学校児童

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.６

事業名

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題

マイクロバスの発着場所を家串公民館にしたため、家串地区以外の保
護者は、送迎の負担が大きかったのではないか。
今年度は、家串分館に費用の大部分を負担していただいたから、参加
者が多かったと思う。そのため、来年度の参加者の減は否めないと思
う。

改善案
マイクロバスは、各地区で参加者を乗せるなど変更を行う。
開催場所や事業内容などは、家串分館と相談し今年度の反省を踏まえ
て改善していきます。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
愛南町では体験することが出来ない冬の体験事業として、多くの児童に参加してもらえるような工夫
をしながら継続していきたいと考えている。

開催時期 １月

事業の目的（意図）

愛南町では体験することができない冬のスポーツであるスキーを楽し
むとともに、集団活動を通して自主性、責任感、協調性を養う。
また、自然のすばらしさを体感することで、自然愛護の意識を高め
る。

事業内容（手段）

SOL-FAオダスキーゲレンデ（小田深山）で、スキー体験等
場所：内子町中川小田深山
講師：2人
参加料：1人2,000円

7
指
標

１月28日（土）に開催しました。
費用（用具とウエアレンタル、昼食、講師謝金）は家串分館が負担し
ました。マイクロバス運転手代は、家串公民館が負担しました。

家串スキー体験教室（魚神山公民館、家串分館と合同）

開始年度 令和４年度



家串・魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 2.5千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 7人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

2月11日（土）に開催しました。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.７

事業名 お菓子作り教室（魚神山公民館と合同）

開始年度 令和４年度

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題 参加者の増加を図りたい。

改善案
この事業を２館（家串・魚神山公民館）合同事業から３館合同に事業
に変更し、対象者を内海地域小学校の児童とする。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見
新たに内海地域小学校の児童を対象とすることで、参加者の増加を図りながら、子供たちが楽しめ
る事業として実施することが望ましい。

対象 家串小学校児童

開催時期 ２月

事業の目的（意図） 作る楽しさ、食べる楽しさを通して、料理への関心を高める。

事業内容（手段）

バレンタインのミニガトーショコラを親子で作る。
場所：家串公民館
講師：1人
参加料：児童1人100円、大人１人200円

7
指
標



番号
次年度の
方向性

目　標

1 維持・改善 健康

2 維持・改善 学び

3 維持・改善 学び

4 維持・改善 健康

5 維持・改善 学び

6 維持・改善 地域防災

7 維持・改善 学び

8 維持・改善 情報

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

【集計表】

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

8 0 0 0 0 8

フラワーアレンジメント講座

ピラティスクラブ

事　業　名 （指標）

令和４年度　家串公民館事業一覧

地産地消の料理教室（中止）

高齢者音楽鑑賞交流会

ハンドメイド教室

防災学習会

人権・同和教育研修

公民館報「いえくし」発行



家串公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 69.8千円 65.2千円 50.7千円 69.9千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 65人 65人 56人 70人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

開催時期 毎月　第２金曜日

事業の目的（意図） 地域住民の健康な体づくりを推進する。

事業内容（手段）

ボール等を使い、各々が呼吸法とストレッチによる無理のない動きの
中で体幹やインナーマッスルを鍛える。
実施場所と時間：家串公民館／午後７時４５分
講師：１人

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.１

事業名 ピラティスクラブ

開始年度 平成18年度

対象 地域住民

改善案 新規の参加者を募っていきます。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見

参加すると体が楽になった、スッキリした等の参加者の感想もあり、参加者は、毎月のピラティスを楽
しみにしています。これからも継続し実施していきたいと思います。

7
指
標

■次年度に向けて（方針）

課題 参加者が固定化しているため、募集が必要です。

※審議委員会終了後の館長の意見



家串公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 36.8千円 3.7千円 3.4千円 34千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 129人 7人 11人 66人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

対象 地域住民

開催時期 毎月　第４金曜日

事業の目的（意図） 趣味・教養の幅を広げる。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.２

事業名 フラワーアレンジメント講座

開始年度 平成１８年度

課題 参加者が固定化しているため、募集が必要です。

改善案
新規の参加者を募っていきます。
来年度は、魚神山公民館との合同事業としていきます。

10
方
向
性

事業内容（手段）

季節ごとにテーマを決めてアレンジメントを行う。
材料費（1,500円、お正月2,500円）については、個人負担とする。
実施場所と時間：家串公民館／午後７時00分
講師：1人

7
指
標

■次年度に向けて（方針）

※館長（館主）の意見

花のある生活を、参加者は楽しみにしています。そのため、これからも継続し実施していきたいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見



家串公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 16.4千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） １７人 中止 中止 中止

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

開始年度 平成26年

対象 地域住民

開催時期 随時

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.３

事業名 地産地消の料理教室

■次年度に向けて（方針）

課題
令和元年までは、内海地域健康づくり連絡会とタイアップし委員等を
対象に調理実習を行っていたが、来年度以降の予定は、まだ未定であ
る。

改善案
来年度以降の調理実習を実施するなら協力し、実施しないのなら公民
館事業で、豊かな食生活を目指し健康に結びつく活動が行われるよう
計画していく。

10
方
向
性

事業の目的（意図）
地元で取れるもの食材を使って、簡単で美味しくでき、健康にもなれ
る料理を学ぶ。

事業内容（手段）
健康になれる料理の調理実習などを行う。
実施場所：家串公民館

7
指
標

内海地域健康づくり連絡会の２回目（料理教室）は、実施しないと連
絡ありました。

※館長（館主）の意見
地産地消の食材を使うことにより、環境に優しい生活や伝統的な食文化についても理解を深めるこ
とが出来ます。
また、健康づくりを学習し、いつまでも元気でいるためにも事業は継続し行っていきたいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見



家串公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 中止 中止 人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

開始年度 令和２年度

対象 地域住民（高齢者）

開催時期 １１月～１２月

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.４

事業名 高齢者音楽鑑賞交流会

■次年度に向けて（方針）

課題

家串公民館区（油袋、家串、平碆）内では、家串地区以外、高齢者に
とって重要なコミニティである老人クラブを解散しています。
そこで、高齢者が一堂に会する（公民館に集える）切っ掛け作りにな
るように、この事業の内容を考えていかなければならない。

改善案
高齢者の楽しみの一つとなるよう、音楽グループと話し合い実施して
いく。

10
方
向
性

事業の目的（意図） 音楽鑑賞により、心身の健康及び生活の質の向上を図る。

事業内容（手段）
ラブリーパールズによるコーラスや、ハーモニカグループ「はなみず
き」よるハーモニカ演奏。

7
指
標

３月予定

※館長（館主）の意見

音楽を聴いたり、歌ったりすることは、脳の活性化や心身の安定をもたらすと言われています。
今後も、新型コロナウイルス感染対策を行いつつ、実施していきたいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見



家串公民館

1 ハンドメイド教室

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 48.3千円 45千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 19人 13人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

開始年度 令和３年度

対象 地域住民

開催時期 年２回

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.５

事業名

■次年度に向けて（方針）

課題
同じ講座だと飽きていまい、参加者が集まらない恐れがあります。
また、参加者が増えるように、館報でのお知らせ以外も必要である。

改善案
実施内容は、毎年参加者の希望を聞きつつ、行っていきます。
参加者募集は、昨年度の参加者に声掛け等を行う。

10
方
向
性

事業の目的（意図） 趣味、教養の幅を広げる。

事業内容（手段）

全2回開催（しめ飾り作り／シャボンフラワーのひな祭りアレンジ）
材料費の一部（５００円）については、個人負担とする。
場所：平碆分館／油袋分館
講師：1人

7
指
標

12月18日（日）に平碆分館（7人）、2月5日（日）に油袋分館（6
人）で実施しました。

※館長（館主）の意見

小物など、自分で作れば愛着がわき、生活が豊かになります。そのため、趣味の講座を事業内容は
参加者の希望を取りながら、継続し実施していきたいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見



家串公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 1千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 29人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

防災学習会

開催時期 １０月

事業の目的（意図）
南海トラフ地震など災害時における危険を認識し、日常的な備えを行
うとともに状況に応じて的確な判断の下に、自らの安全を確保するた
めの行動ができるようにする。

事業内容（手段）
防災についての講演と非常食作り
場所：家串公民館
講師：1人

7
指
標

10月16日（日）、家串自治会（自主防災会）と共催で実施しまし
た。

※館長（館主）の意見

家串公民館区の自主防災会とも連携をとりながら、避難訓練や防災学習会を継続していきたいと
思います。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.６

事業名

開始年度 令和４年度

対象 地域住民

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題
どこか、南海トラフ地震などの災害を他人事のように考えているよう
に見受けられる。また、災害が起こっても誰かが助けてくれると思っ
ているように感じます。

改善案
他人事ではない、自分が自分の命を守る、備えをするなど、繰り返し
研修していくしかないと思います。

10
方
向
性



家串公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

開始年度 　―

対象 地域住民

開催時期 随時

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.７

事業名 人権・同和教育研修

10
方
向
性

事業の目的（意図）
地域住民の人権意識を高め、人権感覚を磨くため、人権・同和教育に
関する啓発を行う。

事業内容（手段）

講演会への参加や、内海地域小・中学校の児童・生徒の人権に関する
ポスター、書道、標語の展示等。
また、各種講座後、参加者対象に人権作品集「えがお」の朗読を実
施。

7
指
標

内海地域の小中学校の児童生徒の人権作品をDE・あ・い・21のエン
トランスホールに展示した。また、各種講座後、参加者に人権作品集
「えがお」を配布し、主事が朗読して意見交換などを行った。

■次年度に向けて（方針）

課題
人権問題には、「障がい者」、「高齢者」、「女性」などあるが、
「人権問題＝同和問題」と思っている方が多い様に思う。
日常「人権」について疑問を感じる機会があればと思います。

改善案
必要な講演会などへの参加を促していく。人権作品集「えがお」の活
用、小中学生の人権作品の展示等を行い、同和問題以外の人権につい
ても広く周知していきます。

※館長（館主）の意見

より一層、人権が大切にされる社会を目指し、これからも人権・同和教育の研修を続けていきたいと
思います。

※審議委員会終了後の館長の意見



家串公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

■次年度に向けて（方針）

課題
来年度は、感染対策の緩和により、ここ３年間できなかった行事など
が開催されると思います。公民館事業の外、地域の話題なども掲載し
ていきたいと思います。

改善案
地域や分館からの身近な情報を集め、必要な情報についてもわかりや
すく掲載をしていきます。

10
方
向
性

事業の目的（意図）
地域の行事や公民館・分館活動、身近な話題について広く伝え情報を
共有し、地域のつながりを深める。

事業内容（手段）
地域の行事や公民館・分館活動、身近な話題を掲載し地域に配布す
る。

7
指
標

開始年度 平成16年度

対象

※館長（館主）の意見

地区行事や公民館が行っている事業など、様々な情報を提供するため、継続して実施していきたい
と思います。

※審議委員会終了後の館長の意見

家串公民館区（油袋・家串・平碆）

開催時期 月1回発行

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.８

事業名 公民館報「いえくし」発行



番号
次年度の
方向性

目　標

1 維持・改善 学び

2 維持・改善 学び

3 維持・改善 健康

4 維持・改善 健康

5 中止 健康

6 維持・改善 地域防災

7 維持・改善 学び

8 維持・改善 情報

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

【集計表】

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

7 0 0 0 1 8

令和４年度　魚神山公民館事業一覧

事　業　名 （指標）

お正月のフラワーアレンジメント
　（旧：フラワーアレンジメント講座）

ハンドメイド教室

太極気功体験教室

高齢者音楽鑑賞交流会

お灸教室（中止）

防災学習会（中止）

人権・同和教育研修

公民館報「魚神山」発行



魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 42.9千円 4.2千円 4千円 34千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 113人 4人 15人 12人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.１

事業名 お正月のフラワーアレンジメント（旧：フラワーアレンジメント講座）

開始年度 平成１８年度

対象 地域住民

7
指
標

１２月２７日（月）の午前10時から開催しました。

■次年度に向けて（方針）

課題
この講座は、定期講座であったが、参加者の希望を聞き１２月にお正
月用のアレンジメントのみ実施に変更しました。
参加者の減少もあります。

開催時期 １２月

事業の目的（意図） 趣味・教養の幅を広げる。

事業内容（手段）

お正月のアレンジメントを行う。
材料費（1人2,500円）については、個人負担とする。
場所：魚神山老人福祉センター
講師：1人

※審議委員会終了後の館長の意見

改善案
引き続き、12月にお正月のフラワーアレンジメント（お正月の花を
飾ろう）を実施します（１回）。
参加者に関しては、館報で周知するなど参加者の増加に努めます。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見

床の間に花を飾り、賑やかに年神様をお迎えすることは大切なことだと思います。参加者不足で１回
のみの開催となったが、引き続き、事業は継続していきたいと思います。



魚神山公民館

1 ハンドメイド教室

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 22.3千円 44.7千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 ６人 １４人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.２

事業名

開始年度 令和３年度

事業内容（手段）

全2回開催
材料費の一部（５００円）については、個人負担とする。
場所：魚神山老人福祉センター／網代分館
講師：1人

7
指
標

1回目：ハーバリウム　10月24日（月）10：00～魚神山老人福祉セ
ンター（7人）」／2回目：シャボンフラワーのお正月アレンジ　11
月13日（日）網代分館（7人）

■次年度に向けて（方針）

対象 地域住民

開催時期 随時

事業の目的（意図） 趣味・教養の幅を広げる。

※館長（館主）の意見

趣味の講座を楽しむことは、生活にメリハリが出たり、ストレス解消などメリットがあります。そのため、
事業内容は参加者の希望を取りながら、継続し実施していきたいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見

課題
同じ講座だと飽きていまい、参加者が集まらない恐れがあります。
また、参加者が増えるように、館報でのお知らせ以外も必要である。

改善案
実施内容は、毎年参加者の希望を聞きつつ、行っていきます。
参加者募集は、昨年度の参加者に声掛け等を行う。

10
方
向
性



魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 6.1千円 7.2千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 12人 11人 中止

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.３

事業名 太極気功体験教室

事業の目的（意図） 地域住民の健康維持、増進を図る。

事業内容（手段）

呼吸を意識し、太極気功のゆっくりした動きで、無理なく体を動か
す。
場所：魚神山分館
講師：1人

7
指
標

講師と都合が合わず、今年度は日が取れませんでした。

開始年度 令和２年度

対象 地域住民（高齢者）

開催時期 11月

※館長（館主）の意見
体に負担をかけず行う運動です。
毎日の生活の中で必要な筋肉を無理なく鍛え、フレイル予防としても、講座は継続していきたいと思
います。

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題
今年度は、残念ながら事業が実施できませんでしたが、来年度は早々
に実施したいと考えています。
参加者の減少しています。

改善案
健康維持のため、可能なら回数を増やすなどし、実施していきます。
参加者募集も併せて行っていきます。

10
方
向
性



魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 中止 中止 7人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.４

事業名 高齢者音楽鑑賞交流会

事業の目的（意図） 音楽鑑賞により、心身の健康及び生活の質の向上を図る。

事業内容（手段）
魚神山老人福祉センターにて、ハーモニカグループ「カラフル」によ
るハーモニカ演奏。

7
指
標

３月２７日（月）魚神山老人福祉センターにて開催予定

開始年度 令和２年度

対象 地域住民（高齢者）

開催時期 ３月

※館長（館主）の意見

音楽療法もあるように、演奏を聴いたり、曲を口ずさんだりすることで、プラスの感情が沸き上がってきます。
音楽の力を使い、高齢者に楽しいひと時を提供するため、事業を継続し実施していきたいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題 参加者が減少傾向にあります。

改善案
高齢者の楽しみの一つとなるように、継続していきたいと思います。
参加者募集も併せて行っていきます。

10
方
向
性



魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 6千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 8人 中止

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.５

事業名 お灸教室

事業の目的（意図）
昔からある民間療法としてのお灸に関する知識を深め、体調管理の一
助として行う。

事業内容（手段）

講師にツボの位置を教えてもらいながら、もぐさや台座灸を使いお灸
を行う。
場所：魚神山老人福祉センター
講師：1人

7
指
標

　参加者（高齢者）の希望を聞いたところ、いい返事がなかったので
中止にしました。（その代り、ハンドメイド教室を１回から２回に増
やし実施しました。）

開始年度 令和３年度

対象 地域住民

開催時期 10月

※館長（館主）の意見

参加希望のない事業は中止し、楽しい事業を行っていきたいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題 この事業は、中止にします。

改善案
代替え案として、来年度も引き続き、興味のあるハンドメイド教室を
行います。

10
方
向
性



魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 中止

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.６

事業名 防災学習会

開始年度 令和４年度

対象 地域住民

開催時期 １０月

事業の目的（意図）

改善案
他人事ではない、自分が自分の命を守る、備えをするなど、繰り返し
研修していくしかないと思います。

10
方
向
性

※館長（館主）の意見

各自、自らの安全を確保する行動ができるように、避難訓練や防災学習会を実施していきたいと思
います。

※審議委員会終了後の館長の意見

南海トラフ地震など災害時における危険を認識し、日常的な備えを行
うとともに状況に応じて的確な判断の下に、自らの安全を確保するた
めの行動ができるようにする。

事業内容（手段）
防災についての講演等
場所：魚神山老人福祉センター
講師：1人

7
指
標

地元等と都合が合わず、中止になりました。

■次年度に向けて（方針）

課題

大切な研修なので、来年度は実施していきたい。
南海トラフ地震などの災害を他人事のように考えているように見受け
られる。また災害が起こっても誰かが助けてくれると思っているよう
に感じます。



魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.７

事業名 人権・同和教育研修

事業の目的（意図）
地域住民の人権意識を高め、人権感覚を磨くため、人権・同和教育に
関する啓発を行う。

事業内容（手段）

講演会への参加や、内海地域小・中学校の児童・生徒の人権に関する
ポスター、書道、標語の展示等。
また、各種講座後、参加者対象に人権作品集「えがお」の朗読を実
施。

7
指
標

内海地域の小中学校の児童生徒の人権作品をDE・あ・い・21のエン
トランスホールに展示した。また、各種講座後、参加者に人権作品集
「えがお」を配布し、主事が朗読して意見交換などを行った。

開始年度 　―

対象 一般

開催時期 随時

※館長（館主）の意見
未だ根強く残っている差別を正しく受け止め、差別を許さないといった思いを育てることが重要だと
思う。
人権を尊重する態度等を養うため、これからも人権・同和教育の研修は続けていきたいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見

■次年度に向けて（方針）

課題
人権問題には、「障がい者」、「高齢者」、「女性」などあるが、
「人権問題＝同和問題」と思っている方が多い様に思う。
日常、「人権」について疑問を感じる機会があればと思います。

改善案
必要な講演会などへの参加を促していく。人権作品集「えがお」の活
用、小中学生の人権作品の展示等を行い、同和問題以外の人権につい
ても広く周知していきます。

10
方
向
性



魚神山公民館

1

2

3

4

5

6

実施年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年（見込み）

事業費 千円 千円 千円 千円

募集定員 人 人 人 人

応募人数 人 人 人 人

参加人数（延べ） 人 人 人 人

特記事項

8

9

維持・改善 拡充 縮小 休止 中止

〇

※館長（館主）の意見

地区行事やその他、様々な情報を提供するため、継続して実施していきたいと思います。

※審議委員会終了後の館長の意見

7
指
標

■次年度に向けて（方針）

課題
来年度は、感染対策の緩和により、ここ３年間できなかった行事など
が開催されると思います。公民館事業の外、地域の話題なども掲載し
ていきたいと思います。

改善案
地域や分館からの身近な情報を集め、必要な情報についてもわかりや
すく掲載をしていきます。

10
方
向
性

開始年度 平成16年度

対象 魚神山公民館区（網代・魚神山）

開催時期 月1回発行

事業の目的（意図）
地域の行事や公民館・分館活動、身近な話題について広く伝え情報を
共有し、地域のつながりを深める。

事業内容（手段）
地域の行事や公民館・分館活動、身近な話題を掲載し地域に配布す
る。

公民館事業マネジメントシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NO.８

事業名 公民館報「魚神山」発行


